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虜

摩

Carcinophy］in （C．P ．） 1・ま50u 及 び 100u，　Nitromin （N ．

M ．O．） は O．05n慝及び 0．1  と した．

　 産仔 に つ い て産後20日 目迄観察 し，産仔の奇形，体重

増加率，關耳及び開眼，大 腿骨長等 に及 ぼ す 影響 に つ い

て 検討 した ．

　 対照と して は D
，
D −N 系妊娠 マ ウ ス に つ い て 無処 置 の

も の と生 理 的食塩水 0．弖cc を初，中，後各期 に腹腔内投

与 した も の の 2 群 を 選 ん だ．

　　（1） 産仔体重 に及 ぼす 影響

　 1 日 ユ 回定時 に 体重 を測 定 し，産後20 日 H ま で の 体重

増加傾 向 を観 察 した．

　 C・P・投 ケ例で は 対照 と比較 し初期投与例では 明 ら か

に 体重増加率 の 低 下性 を示 し た が ，か 」 る傾 向 が 中期 投

テ例及び N ．M ．O．初期投 与例 で も軽度 に み られた ．

　　（2）　開耳及 び 開瞑 発現時期 に 及ぼす影響

　 開耳に っ い て は 0 ．P ．及び N ．M ，0 ．投与例共 に対照 と

比較 して軽度 の 延 長が み られ た．

　 開眼に っ い て は C．P．及び N ．M ．O ．投与例共 に 初期投与

で は軽度 の 延長 が み られ た，

　 （3） 大 腿 骨長 に 及 ぼ す 影響

　産後第20日 目に 各産仔 を屠殺 して その 大腿骨長の 計測

を した．

　 C．P ．初期投与例でそ の 発育低下性 を認 め た．

　 （4）　奇形 そ の 他 の異堂は認め られ な か つ た ．尚エ チ

レ ン イ ミ ン 系 の 合 成 腫 瘍 剤 で あ る Tespamin を 同様実

験検討中であ る．

　 46．人 胎児小 腸の 吸收機權に就い て

　　　　　　　　　 （京府大）森　武史，古 井達男

　胎児は胎盤 の 保護の も とに 発育，育成 さ れ て居 る が，
そ の 自律性 は 母 体中 に て 徐k に 完成 さ れ っ S ある．私達

は 胎児腸管が如何 な る時期 よ り機能を開始 し， 如何な る

機構 に 依 り吸収を営むか を67例 の 人胎児を使用 し形態学

的，組織化学的及び電子顕微鏡的 に観察 した．

　 1 ．組織発生学的観察

　妊娠 2 カ 月胎児腸管原基は 上 皮 細且包の 単層環状配列で

あ り，妊娠 3 ヵ 月小腸 L皮細胞 は 3〜4 層を な し未 だ 明

ら か な 腸 絨 毛 の 形成 を認 め な い が
， ⊥ 皮 の 腸管腔 へ の 隆

起 を認 め た．妊娠 4 ヵ 月に 至 り明瞭な腸絨毛 の発育を認

め 上 皮細胞は 再 び単層化 し， 胚細胞，粘膜下組織及び筋

層等が 認め られ
， 此 の 時期 に於 い て 形態的分化 が ぼ ま完

了す る もの と考 え られ る．

　 皿．組織化学的観察

　 i）ア ル カ リ性 フ ォ ス 7 ア タ
ー

ゼ （以 下 ア 性 フ） は 妊

娠 3 カ 月末 迄 は 上 皮細胞 に 陰性で あ る が，妊娠 4 カ 月 よ

りそ の 線状縁 に 出現し ， 妊娠 6 カ 月以 降著 明 に増強 す る

所見 を認 め た ．

　 ii） グ リ コ
ー

ゲ ン は 妊娠 3 カ 月 迄 は ．一「．波 細胞原形質 中

に 顆粒状に 多量 認め られ た．妊娠 4 カ 月 以降は漸次減 少

し，妊娠 8カ 月 以後は殆ん ど認め られ な か っ た，

　 iii）唾 液非 消化 性 多 糖 類 1，　t妊 娠 8 カ 月迄 は 認め ら tt

ず ， 妊娠 4 ヵ 月に 至 り線状縁 に 弱陽性 に 出現 し，以後 ア

性 フ の 活性部位に
一
致して 妊娠 6 カ 月 よ り漸 次 増 強 す る

所 見 を得 た．

　 皿．電子顕微鏡的旒察

　 D 初期腸管上 皮細胞 に就 い て

　 細 胞 遊離縁 に は 長 さ 0．6〜 1．Oμ 直経0．O？〜 0．1μ の

Microvilliが認 め られそ の 分布 は 比較的疎 で あ る．　 N

遊離縁原形質膜 の 1ロvagination の 像は認められなか つ

た ．細胞質中に は 多数の Small 　 Vesicle，ゴ ル デ装置及

び ミ ト コ ン ド リア等 を認 め た．

　ii）後期腸管上 皮細胞に就 い て

　 Microvilliの 分布は 初期 1こ比 し密 とな り，側方原形質

膜 の 蛇 行 は 著 しい ，5！va離線 に て は 所々 に 原形質膜 の

InvaginatiOn の 像を認 め た．叉細胞質中に は 種 々 な 形

の Vacuole及び Small　Vesicle が 多数存 し，叉 そ れ 等

よ り内 方 に数 コ の 1arge　 round 　cytoplasrntc 　Body （以 下

L　r．　c．　B ．）を認め たaLr ．　c．　B ．は 数 コ の Small　Vesicle

と そ の 内腔 が 連絡 し て 居 り，又 そ の 境界 は 内層 に行 く に

従 い 不鮮明 で あ つ た ．其他 ミ トコ ン ド リア，ゴ ル ヂ 装 置

を認め た ．

　 以 上 要 す る に胎 児 腸管 上 皮 は形態的 に は 妊娠 4 カ 月末

に ほ 攴 分 化 が 完了す る が，そ の 吸収機能は．L述 の 組繊化

学的所見 よ り，妊娠 4 カ 月終 り頃 か ら徐 女 に開始 され 6

ヵ 月頃 よ り増強す る と推察 さ れ，之 を竃 子 顕微鏡的 に観

察す る と遊離縁原形質膜 の Invagination，　Vacuolc ，　Sm −

all 　Vesicle及び Lr ．　c．　B．等 の 形成が 認 め られ，之等

は 陽管の 物質的吸収 に 関 ケす る もの と考 え られ る．

　47．未熟児出生 につ Lsて の 統計的観察

　　　　　　（都 立 築地産院）竹内繁喜， 名取光博

　昭和30，31， 32年の 3年間 に 当産院で生 れ た未熟児 3

87例を検討 し て 次の よ うな 結果 を得た ．

　1）　出生 頻度 　8 ヵ 月以 降分 娩数4058例 中に 387例で

9．5％ とな る。

　2） 早産未熟児 と 10 カ 月未 熟児 との 割合 は 135例と

252 例で 約 1 ： 2 と な る ．

　3） 季節 との 関係　 2 ，1 ， 3 月 に多 く，4 ， 7， 9
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月に 少 意 い ，

　4） 経産 との 関係　早産未熟児は 経産 に 多 く，10ヵ 月

未熟児 は 初 産 に 多い ．

　5） 性 別 との 関係　．男女 の 比 は，早産未熟児 で69 ：

65，10 ヵ 月未熟児で 131 ： ユ33で 1両者 の 間 に 特 に 差異 を

認 め な い ．

　6）　予定 目 との 関係　10カ 月 朿 熟 児 では 約
1
／3 が 予定 目

及び予 定 日 後 とな つ て い る．

　T） エ  ヵ 月未熟児 分娩産婦 の 妊娠成 点 時 の 平均 体重

（236例）1・S45 ．5kgで，全体 の 平均体至 （395例） の 4Te〔｝

1丶g に 比 べ て 少な い ．

　8）　悪阻の 強 さ と未熟児 とは 渕係がない ．

　9）　 387例に つ い て の 原因調香 は一h表 の よ う に な る

ぶ
，

鱒 カ 月未熟ツ己に 臍 帯 巻 絡 が 多い こ と は 注 口 に 価 ナ

る．

　48．甎産 魔特に 未熟駐の 物質代謝に関する研 究

　　　　　　　　（口赤 産 院 ）三谷　茂 ，
］ll嶋唯夫

　　北村　益 ， 丸山英一
， 村瀬道雄 ， 尾見義信

　　宗 田太郎 ， 堀 口 和之，後藤明代 ， 堅石和雄

　我々 は現在未熟児を中心 とし た 新産児の 物質代謝に つ

い て 種 々 な る角度 よ り，そ の 推移 の 状況 を観察 し， 更 に

各機能 の 発育過程 を追究申で あ る が，今 回 は 前回 に 引続

き 後藤等は糖質代謝，村瀬
・
堀 凵等は脂訪代謝 ， 中鳩 ・

尾 fi　・X” 1］1 ・北村等 は 塩 類代謝，丸［．1い 堅 石 等 に よ り其

の 他の 代謝 に つ き， 従来 と 同様 に 検 索 を 行 つ た 、

　即 ち未熟児の 血 糖値 は個人差 が 潛し く，生 後 1 〜3 日

は 経 口 的哺乳 を行 わ な い に も拘 わ ら ず ，減少傾向は 著明

で な く，平均 4 凵 圉頃 よ り急激 1・f ．．ヒ昇し ， 成熟児 に 比 レ

て 逞 れ る事 な く標準値 に達 す
1
る様であ る．・

　未熟児の 頚晴 脂肪及び コ ン ス テ リ ン 値は ，
そ の 在 胎 月

数 に 依 る著羌 は 認め られ な か つ た 。

　母体 血 との 関係 ， 妊娠
／十1

毒症 との 関係等 につ い て ：よ既

に 溝 口 ・渡部 ・
真鋸等 に よ つ て 其の 結果 の

・
都 を発表 し

た が，1尚あ らゆ る 角度 か ら追究中 で あ る n

　成熟児及び未熟児の 各臓 器 内紙機質含有 量 に つ い て

も，そ の
一

部：よ発表 した が 大 略の 傾向 は Na 値 は 未熟児

に 鞘 こ 多 く，rz　K ，　Ca，　Mg 値 は 何れも成熟児 に 稿 ζ 多

く含有 さ れ て い た ．

　更 に各 臓 器の 水分量は 未熟児に 多 く合 ま れて い た．各

臓器の 無機質合右 量順位 は 成熟 児，及 び未 熟児何 ilLも略

it　ttしか つ た ，

　其 の 他未熟児
・：1）　2 〜 3の 間 題 特 に ビ ク ミ ン に

’
丿 い て も

検討 iI レ ごあ る．

　49．i斬生児腸内粘膜綱菌叢における 大腸菌の 生

態 と経腟正常分娩及び腹式 帝王切開分娩に依る影

響につ い て

　　　　　　　 （国 立 朿 二 〕久保　博，
；v
斉藤　肇

　主 と し て 新生 児直腸粘膜好気性細菌叢の 大腸菌を中心

と し て 検索を行つ た．即ち経腟 正 鷲分娩児 （以後経膣児

とす） 4例，腹式帝工 切開 分 娩 児 （以 後 帝 切 児 とす ） B

例 に つ き分 娩直後よ り人 院期間中を通 じ最長18 日 間毎 口

連続検便 を行 い ，分娩直後 の 母親及 び助産 婦 （丁例）に

つ い て 屯検便 し ， 更 に 1 年後 の 乳 児期 の 検 便 を 行 う と共

に 腸内細菌叢 ， 特に 大腸 菌の 出現と定着状態 に つ い て観

察 し次の 結果 を 得 た。

　 1）　大 腸菌の 出現 は 経腟 児 で は早 い もの は 分 娩当 『 或

い は 翌 日，帝 切 兇 で は第 2 凵 目夊は 第 3 日 目に 初 め て 認

め ら れ た ．

　 2） 新牛 児の 初感染大陽菌及 び 母親大腸蒲の 免疫 血 清

と新 生 児 の 逐 H 検 出大腸 1蓋に よ る交叉凝集 反 応，更 に 検

出大腸菌の O 抗原1司定 の 結果 ，経膝 児 で ば 母親繭 の 初 感

染 定 着 が 多 く， 旦つ 1種類 の 定着 を許 し他 は 数 日 に して
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